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今年も秋には頑張って

チャリティーコンサートを!
梅雨の晴れ聞の陽射しが、厳しさを増しました。皆様お元気でしょうか... 

ここの所、わきに湧いたサッカーもありましたが、いろいろと期待をしたり、

がっかりしたり... rともかく、選挙だけは」と、早々と障害者の娘と投票をすま
せてきました。選挙の当日は、障害者余暇活動のイベントが予定されていましたので。

参議院選は、事前の“勉強"も難しいですね!

ただ、いつも投票のときに小さな投票用紙がすべって、障害のある手で書くのはさらに

至難の業。無効票にならなかったかと心配する事しきりでしたが、今年は低い障害者用の

机のすみに、ゴムの小さな板がおいてありました。この上で書けて、初めて書きやすかっ

たとよるこんでいました。

小さな気遣い大きなパPアフリー効果ですね。

これも実は、何度も投票に出掛けていってその都度頼んではじめて工夫された改善でした。
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重度障害者を支える チャリティーコンサート

ロシアフォークアンサンブル“ブリモーリ工"

日時 : 201 0年 9月26日(日)開場午後12時30分、 開演:午後

1時00分 会場:横浜ラポールシアター

入場料 : (前売り) 3000円、(当日) 3500円

主 催 : NPO法人「地域で生きる障害者を支える会J: rょっぽホーム」運営委員会

プログラム: ヴオノレガの舟歌 トロイカ 黒い瞳赤いサラファン仕事の歌

カリンカカチューシャ 100万本のパラ など

演奏者の構成:テノール1名、バリトン1名、ソプラノ 2名、パヤン奏者2名

(いずれも極東文化芸術大学 声楽科、器楽科の出身者)

お問い合わせ「支える会』活動ホームしもだ」内

Iょっぱホーム」



特定非営利活動法人 (NPO法人)地域で生きる障害者を支える会

平成22年度第一回総会の報告

下記により今年度第一回総会を開催し、会員及び顧問会員の参加を得て各議題について審

議し決定しましたのでご報告いたします。

記

日時:6月14日(月)午前10 時 30分~1 2時30分

会場:活動ホームしもだ

議長:鈴木仁市(定款27条により出席したE会員の中から選出)

議事録署名人:富岡久子、高畠慶子(同 31条-2により選出)

議題

1.平成21年度事業報告、収支決算報告・監査報告について

理事(代表)大原日恵より特定非営利活動に関する事業報告がされ承認された。

理事(会計)竹生真喜子より特定非営利活動に関する収支決算報告がされ承認された。

監事古田節子より、会計について全て適切に行なわれている旨の監査報告がされた。

* 尚、 21年度は、その他の事業(収益事業)は行なわれなかった。

2.平成22年度事業計画、収支予算案について

22年度の主な活動(重度障害者グループホームの運営支援、在宅会員障害者の地域

生活支援、地域啓発・地域交流事業、研修会・見学会 など)について提案された。

次にこの 活動に基づく予算案について提案され、審議の後、いずれも満場一致で議

決した。

3. 22年度その他の事業(収益事業)について

チャリティーコンサートを行なうことについて理事会より提案され承認された。

但し、提案された2件の最終選択、具体的な実施要綱については、拡大理事会にて決

定することとし、実施については、実行委員会で準備をしていくこととした。

収益は、全て特定非営利活動事業への寄付となる。

4.役員の増員について

理事1名の追加が提案され、冨岡久子が推薦され満場一致で選任された。

これにより当会役員は理事7名、監事1名となる。任期は23年6月30日まで。

後日の登記については、代表に一任された。
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匝唇同 遠くからですが、いつも、利用者とその家族の皆様が、お元気で心穏やか

に過ごされる事を、お祈りしております。(守山市・北川|道子)



日 仰の声一10 1一

国知的障害者が頑張っているね f

この前、横浜市にあるグループホーム連絡会の総会がありました。

いつも6月には、横浜市中のいろいろなグループホームの人たちが集ります。

午前中は、入居者部会と職員部会がそれぞれに分かれて集まり、午後は皆一緒に総会をしま

す。障害者の入居者部会では、去年ゃった事や、今年やりたい事(旅行や、交流会や、勉強

会など)について話します。そして、役員を決めます。

今回は、 5人の人が立候補し、自分のアピールをして遺挙をしました。

会議は、役員の障害者が中心に進めていました。ほとんどは、知的障害のひとたちです。

この頃は、知的障害の人たちが多く活動するようになったと思います。

車イスの人たちゃ、脳性まひの人たちの活躍する姿が少なくなったように思います。

グループホームの会だったからでしょうか。

私は、小さいときから、母について会議にゆくと、 4.....5人は大きな声で意見を言っていた

と思いますが、この頃は、なんだか少し静かです。

外に出ると、車イスの人によく会うようになりましたが多くは I中途障害者や高齢者たちか

な」と思って見ています。脳性まひの人たちは... .0 大変になって疲れるのか、一人暮らし

が出来るようになったのか。良くなったのなら良いのですが。

-

大原友子 l 

|ご入会 ご継続 ありがとうございます。|

〔敬称略〕

【会員】

鈴木仁市 久松孝夫 西脇久夫 花岡精子

【賛助会員】

福島綱子 荒木明美 野口儀子 西脇五月 西脇美登里

山本暁子 花岡元 渡辺正恵 飯田静子 寺沢慎

高畠稔

【団体賛助】

新吉田地区社会福祉協議会 (平成22年7月2日現在)

*加藤峰康 *高安希和 前号でお名前に誤りがありました。訂正してお詫びします。

|ご寄付をいただきました。|

小川喜道様 藤田寿子様 ご支援に感謝いたします。

画孟咽
Iたわわ」いつも楽しく読ませていただいています。これからも元気な

活動をされますように願っています。 小JI[ 喜道



ょっぱホーム
梅雨空のうっとうしい季節ですが、ょっぱホーム近くの遊歩道のあじさいの花がきれい

に色づいてきました。

先日、花岡さんがしもだの個別外出で『よこはま動物園ズーラシア』に行ってきました。

天気予報は今ひとつでしたが、日頃の行いのおかげか、何とか天気は持ちこたえたよう

でした。外出前日はとってもとっても楽しみな様子で、会う人みんなに「明日ズーラシア

i行くんだあ.TJと話してくれてました。
「ねえ、明日お金いるよね~?J (いります.T)

「着替え入れた?J (入れました.t)Iカバンは?J (用意できました，1))

スタッフが「おみやげよろしくね!Jと言うと「ういろうでいいよね。」と。マ co-;): 

当日はオカピもよく見えた様で、とてもよい笑顔で帰ってきました。

* * * 
次郎さんはいつもいきつけの床屋さんで散髪します。

最初はシャンプ}台や顔そりが苦手な様でしたが、今ではす

っかり常連になりました。

おj古の扉を開けると「どうぞ.TJと声かけてもらって、慣れ

た様子でカットチェアに座ります。もうすっかり慣れてので、

iカットするのも顔そりも気持ちいいのか、眠ってしまうことも
しばしば。 (;A_AA

一眠りしてる聞にきれいさっぱり散髪終了ですP 翌日へルパーさんたちか
ら「髪かっといいよ!J と声かけられ、まんざらでもない様子です。 (*__A*)

第2ょっぱホ-h
じめじめとした暑い時期になりましたね。

そんな日々ですが、みんな大きくは体調を崩さずに過ごしています。

みんなと毎日一緒にご飯を食べて、お風呂に入り、そしてー緒に寝ていると家族のよう

に感じます。

阿部さんは「おーいおーい!Jと誰かを呼んだと思いきや、「パカー」と一言って

「エヘヘれと笑顔でごまかし自分の趣味に没頭します。

山田さんは楽しい雰囲気を感じてか、笑い芦をだしてくれたりと周りの雰囲気を感じて!

楽しんでいるようです。

冨岡さんは笑顔で周りのスタッフの顔を見ていたり、お気に入りのディズエーのピデオ

をみたり左ゆったりと過ごしています。

大原さんはその日あったこ止や楽しかったこ左など、いろんな話をスタッフとして盛り

上がります。みんなそれぞれ思い思いの時間を過ごしています。

こうして落ち着いた家庭の様な雰囲気を大切にしていきたいです。これからの時期ます

lます暑くなりますが、夏ならでわの事がしたいねとスタッフと考えたり、話しをしたりと l

i盛り上がりつつ、みんな落ち着いた生活を送っています固 i 


